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研究成果の概要（和文）：本研究は、2015年に国連で採択された「仙台防災枠組み２０１５－２０３０」を中心
として「持続可能な開発目標SDGｓ」など災害看護学に密接する世界的課題について世界の看護界の取組につい
て実態調査を行い、災害看護学の見直しと再構築を図ることを目的とした。
　結果として、①各国ではそれぞれの国の防災・減災に関連する課題についてはかかわりがあるが、②災害看護
学のリーダーではグローバルな視点が深まってないこと③防災・減災にかかわる倫理的課題が明らかになったこ
と、④インドネシアと日本の災害時の看護実践の指針には共通なものと文化的宗教的な違いがあること、⑤災害
看護の研究優先課題が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study was to explore how leaders of field of disaster nursing in the 
world are conscious of global agendas like Sendai Framework of Disaster Reduction and Sustainable 
Development Goals.
 The results showed that1)Leaders were aware of own country issues but2) many of them were not 
acting on the global recommendations,3) ethical issues　regarding disaster nursing were explored, 4)
indicators of good practice on nursing practice were compared with the indicators developed in 
Indonesia and 5) priority of future research topics in the field of disaster nursing  were 
identified.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 国連の「仙台防災枠組み2015-2030」や「持続可能な開発目標」などは災害看護学分野の貢献が期待されている
ので、この成果をもとに国内外の災害看護学会や専門職団体などにおいて改善点や課題について提案するととも
に、優先的に研究すべき事項について研究者間で共有し、社会のステークホルダーとの連携を深めてよりよい減
災・防災の体制づくりを促進することができる契機となる。
　また災害関連の倫理的課題はまだまだ不明なところが多いので、この文献研究を基盤にさらなる探求が求めら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2015 年には国連は「仙台防災枠組み 2015-2030」および「持続可能な開発目標」、「COP21」等
を発表し、世界的規模で健康格差の課題、大規模災害、世界の気候変動・温暖化等への対策が示
された。 
 一方、看護界では Florence Nightingale 生誕 200 周年を記念して「Nursing Now」の標ぼ
うし、世界の各国における看護データと看護の現在の成果を収集しているところである。 
このようなグローバル・アジェンダに対して災害看護学はどのように対応すべきかが問われて
いた。 
 
２．研究の目的 
「地球規模課題の解決とパラダイムシフトをもたらす災害看護学の構築」を目的として具体的
目的は下記のとおりである。 
（１） 災害看護現場における good practice の事例の国際比較をおこなう。 
（２） 世界の災害看護学リーダーのグローバル・アジェンダの認識と対策の実態を把握する。 
（３） 災害各期に直面する倫理的課題を明らかにする。 
（４） 災害看護学研究者による近未来の優先研究課題を明らかにする。 
（５） 研究成果を公表するためのプラットフォームを作成する。 
 
３．研究の方法 
（1）目的１については東日本大震災直後の看護職の記録分析をもとに、インドネシアの共同研
究者と good practice の指針の比較検討を行う 
（２）目的 2のために対面・Zoom を活用したリーダーのインタビューを行う。 
（３）目的３のために減災・防災に関連する倫理的課題を文献レビューする。 
（４）災害看護研究者に対してデルファイ調査を行う。 
 
４．研究成果 
(1) インドネシア大学災害看護研究チームが健康のための災害リスクや管理の看護記述の作成
過程で抽出した指標が、東日本大震災における看護実践にも適応できるかどうかを検討するた
め、日本看護協会が出版した「ナース発東日本大震災レポート」（2011）に収録されている 117
ファイルのうち、災害リスク管理に係る看護実践が具体的に記述されている 111 ファイルを分
析対象として、看護実践の抽出及びカテゴリー化を行った。 
結果、抽出された看護実践は 496 件であり、55 のカテゴリーが抽出された。このうち、約 9 割
がインドネシア版災害リスク管理指標に該当していた。指標の＜メンタルヘルスと身体的ケア
を統合した有能なヘルスケア/看護ケア（ソフトスキルを含む）を提供する＞に該当する、東日
本大震災における看護実践が最も多く抽出された。 
 サブカテゴリーとして、「チームの一員として医療活動を行う」「こころのケアを行う」「要介護
者・要配慮者を含む避難者の生活支援を行う」などが項目としてあげられた。また、指標に該当
しなかったカテゴリーは、＜死者および遺族のケア＞と＜ケア提供者へのケア＞であった。 
 両国に特有な看護実践はあるものの、概ね「健康のための災害リスク管理」の指標に該当して
おり、日本においても適用可能であることが示唆された。 
  
(2) 災害看護に関係したグローバル・アジェンダに関する看護リーダーの認識を明らかにし、課
題を探求することであった。 
研究デザインは、質的記述的研究であった。研究対象者は、災害看護に関連する国際学術集会長
や、国際機関や教育機関に所属し災害看護に携わっている災害看護リーダーであり、半構成的面
接によりデータ収集を行った。高知県立大学研究倫理委員会の審査を受け、承認を得て実施した
（看研倫 18-49）。 
研究結果を下記に示す。研究協力者は 11 名であり、協力者の出身国はアメリカ 3 名、ドイツ 1
名、イギリス 1名、韓国 2名、マレーシア 1名、タイ 1名、台湾 1名、インドネシア 1名であっ
た。看護リーダーたちは、看護師にはグローバル・アジェンダに関与する/できる役割や機能が
あると認識していた。加えて、ヘルスワークフォースの中で最大規模を占めている看護職がグロ
ーバル・アジェンダに関与することにより、影響を与え得る可能性を認識していた。また、地球
の未来を守るために、各国の看護職が共通課題をもつことは必要であると認識していた。ただし、
国連仙台防災枠組み（Sendai Framework for Disaster Risk Reduction：SFDRR）が利用できる
かどうかは、各国の既存の体制が基盤となることや、枠組が実用的、かつ柔軟でなければならな
いと述べていた。SFDRR を自国の災害看護の枠組に活用しているのは 1 カ国のみで、その他は
「聞いたことがある程度」あるいは「馴染みがない」と述べていた。 
災害看護に関連するグローバル・アジェンダの課題については、看護としての目標を焦点化して
取り組むなど、戦略的に取り組むことが必要であるという意見があった。さらに、政策の意思決



定につなげていくために、看護の実践を通して、エビデンスを提供していくことが挙げられた。
また、他職種の動きを理解したり、他職種の人々に看護がしていることを知らせたりする必要性、
あるいはグローバルに活動する看護職には、異文化圏の人々を保護するために、他の国や組織の
文脈のなかで協力することが必要であることなどが述べられた。 
自国における災害看護の課題については、災害時のニーズに即した看護業務や人材育成に関す
る規程や制度のあり方を検討すること、災害看護実践力を強化すること、テクノロジーを活用す
ること、災害看護に関する知識を共有する体制をつくることなどが挙げられた。 
 災害に特化したグローバル・アジェンダである SFDRR は、災害看護に関与しているリーダーで
さえにも知られていないことから、普及させていく必要がある。2015 年に同時採択された SDGs
に重複するところも多くあり、枠組の関連性については検討されてきている。最大限の成果を生
み出すには、主要機関のパートナーシップを促進する必要があり、そのためにも、看護分野がど
のように貢献できるかを明らかにするとともに、既に取り組んでいるベストプラクティスを示
しつつ、普及させていく必要がある。 
 
(3) 災害看護学として検討が必要な災害の看護活動における重点的な倫理的課題について 4 つ
の側面に分け、国内外の先行研究にて検討した。さらに、検討結果から政策提言に向けた方向性
について検討した。 
災害時の看護活動における倫理的課題の文献検討では 21 件と書籍 3冊より、災害時の看護実践
は急性期の刻々と変化する状況の中で最善の方策を判断するため自らの職務を超えて実践する
現状が明らかとなった。 
また、災害時の看護活動が法的に脅かされる状況については、アメリカでは医療職の保護を目的
とした「善きサマリア人の法」があるが、本邦において、民法、保健師助産師看護師法等におけ
る職務上の責任の不明確さ、過失時の責任の所在等の明確な規定はなく法整備の必要性が課題
である。 
資源配分に関する倫理的側面は、全国の指定避難所における備蓄品の検討・管理に関する課題が
あるとともに、発災後には、避難所による支援物資の地域格差や避難所での物資の配分における
平等性の課題が明らかとなった。 
災害後の病院避難時のトリアージにおいては、看護職が所属する病院で被災した場合、トリアー
ジに関わった当事者の葛藤が大きく、トリアージに関する規定を明確にする必要性が示された。 
 
(4）災害看護学の優先課題の特定 
 災害看護研究の優先課題については 2010 年にデルファイ調査を行っていたが、その後の研究
がどの分野でどの程度行われていたかの文献調査を行い、それを参考にして 2018 年に再度災害
看護研究の必要性と緊急性についてデルファイ調査を行った。その結果を 2010 年度の調査と比
較研究を行った。 
 文献は、医中誌 web を用いて、神原他（2010)のデルファイ調査により抽出された「備え」「連
携システム」「要支援者支援」「メンタルヘルス」「災害サイクル」「特殊・多発災害」「国際」「災
害看護学構築」の８研究領域において、該当論文が発表された 1987 年から神原他(2010)の研究
が実施された 2010 年と、2011 年から 2018 年の看護文献を調査した。検索方法は８つの研究領
域 and 災害とし、会議録は除外した。該当した 1990 例の文献を比較検討し、内容分析を行った。
文献引用時には出典の明記を徹底し著者の意図や意味が損なわれないように努めた。 
 2018 年 11 月から 2019 年 3月までの間、１00人の災害看護研究者を対象として 3回のデルフ
ァイ調査を行った。得られた結果を、“非常にそう思う”と“そう思う”の得点の比率を合計し
95%を越えた研究課題を、優先度の高い研究課題としてまとめた。95%を越えた研究課題は、【災
害リスク】1項目、【要配慮者支援】5 項目、【連携システム】2項目、【災害看護活動】1項目、
【災害時の看護役割】1 項目、【災害看護学構築】5 項目からなる、15 項目であった。この結果
を災害看護学関連学会で周知するとともに、優先課題への財源確保の対策を立てる必要がある。 
 
（５） 研究成果の公開 
この研究成果は研究目的にあるよ う に 研究 成 果 を 公 開 す る プラ ッ ト フ ォ ー ム
https://www.dngh.info/を作成中で公開予定である。また、パブリックペーパーとして公開中の
ものとこれから公開していく。国内外の主な学術雑誌（査読あり）および学会等にも未発表のも
のを投稿し、公開する準備中である。さらに看護界はもとより市民に対しても研究成果をもとに
講演や冊子作りを行う計画である。 
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